
■ 堺市は、民間ＦＭ放送局と協働で「堺・ミュー

ジックチャレンジ」プロジェクトを開始した。

この取組は大きな夢を持って集まる実力のある

アーティストを世に送り出す手助けをするもの。

ＦＭ放送局が、市内に多くあるライブハウスや

カフェなどをまわって新しいアーティストを発掘

し、同プロジェクトが提供する番組で紹介する。

また、番組で紹介されたアーティストを集めてラ

イブを定期的に開催するほか、音楽関係者を招待

した音楽フェスティバルを市役所市民広場などで

開催する。

市ではこの取組を通じて、「堺に来れば夢が実現

する」都市のイメージの醸成を図り、多様な人材

が集まり・交流する環境づくりを進めたい考え。

■ 岸和田市は、民間出版・広告業者と市民ガイド

ブックを発行する協定を締結した。

これは、官民連携事業の一環として実施するも

の。製作、配布に係る経費は民間業者が広告掲載

収入により全額負担し、市は行政情報を提供する。

ガイドブックには、各種手続や公共施設の利用

案内のほか、防災マップも掲載する。

市ではこの取組を通じて、市民サービスの向上

を図るとともに、安全安心のまちづくりを推進し

ていきたい考え。

■ 高槻市は、１０月から「新着図書お知らせサービ

ス」を開始した。

これは、関心のあるキーワード、著者やテーマ

を図書館のホームページに登録しておけば、条件

にあった図書が入った場合に毎週木曜日にメール

で連絡がもらえるもの。携帯電話での資料検索や

図書・雑誌の予約も可能。

市ではこの取組を通じ、図書館の利便性を高め、

利用率の向上を図りたい考え。

■ 枚方市は、「ひらかた便利帳」を発行した。

これは、市制施行６０周年を記念して、地域に密

着した生活情報誌を発行している民間業者との共

同で制作したもの。市の窓口や各種手続きの方法、

子育て、福祉、各種相談、施設案内など、生活に

役立つ市の情報を紹介する。

同市ゆかりの著名人から寄せられた「ふるさと

枚方へのメッセージ」や市民の口コミ情報「わが

街自慢！」なども掲載されていて、便利なだけで

なく、まちの情報誌としての役割も果たしている。

枚 方 市  

高 槻 市  

岸 和 田 市  

堺 市  
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● 会津若松市は、インターネット動画投稿サイト

「ユーチューブ」のシステムを利用して、市の保

有する映像を公開している。

これまでは、中央公民館で市の保有する映像を

ＶＨＳにより貸出を行っていたが、経費もほとん

どかからず、インターネットに接続できる環境に

さえあれば誰でも簡単に見ることができるユー

チューブを活用することで効率性の向上を図っ

た。海外の人向けに、英語での説明文を併記して

いる

市ではこの取組を通じ、広く市をＰＲすること

で観光客の増加につなげたい考え。

● 越前市は、６５歳以上の市民が自動車運転免許証

を自主返納した場合に、市民バスの無料乗車券の

配布を始めた。

これは、市内で多発する高齢者が当事者となる

交通事故を減少させようとするもの。

無料乗車券は警察署や免許センターで免許証の

全部取り消しの申請後、取消通知書と免許証の写

しを市に提出すれば受け取ることができる。

無料乗車券によって、通常乗車１回１００円の市民

バスの運賃が無料となる。有効期限は、自主返納

した免許証の有効期限までとし、最低でも１年間

を保障する。

市ではこの取組を通じて、自家用車から公共交

通機関へのシフトを促し、事故防止と環境への負

担軽減につなげたい考え。

● 京丹後市は、執務中に職員が「丹後ちりめん」

を素材にした羽織を着用する取組を行っている。

これは、地場産業である丹後ちりめんをＰＲす

るため、毎週水曜日の執務中に着用するようにし

た。普段着の上からでも羽織れるように仕上げら

れており、一般への貸出も行われている。

市ではこの取組を通じて、丹後ちりめん製品の

需要喚起を行い、地場産業の活性化につなげたい

考え。

京 都 府 京 丹 後 市  
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